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研究成果の概要（和文）：当研究は，古英語・中英語における語序変化の変化の要因として韻律論・意味論的な諸相を
探索することを目標に，古英語期のアルフレッド・サークルによる韻文・散文，後期古英語期のアルフリッチによる散
文，初期中英語期の『ピータバラ年代記』の散文，頭韻による韻文について，テキストを調査し，分析を行った．
古英語韻文で頻出する V1 語序は散文においては意味論的な要因による語序であり，韻文における韻律と一致すると分
析された．中英語の頭韻韻文では衰退が散文でも消滅した原因となった．また，V3 語序は意味的な要因によるもので
あるが，後期古英語では優勢であった V2 語序を SV(O) 語序に変化させたと分析される．

研究成果の概要（英文）：This study explores prosodic and semantic factors as the causes of changes in 
word order in Old English (OE) and Middle English (ME) by investigating and analysing Alfred’s Circle’s 
literature of verse and prose, Aelfric’s prose in late OE, and the prose part of the Peterborough 
Chronicle in early ME.
The V1 word order in OE prose, which often occurs in OE verse, is analysed in order to relate it to a 
semantic factor, which corresponds to a prosodic one. This study clarifies that the extinction of this 
word order was caused by the decline of V1 in ME verse and the V3 word order, which was related to a 
semantic factor, changed the predominant V2 word order Aelfric’s prose in late OE to the SV(O) word 
order.

研究分野：英語歴史言語学

キーワード： 古英語　中英語　語順　統語論　韻律論　情報構造
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 原理とパラメータ理論に基づく生成文
法の研究が,英語の歴史的研究に適用されて，
語序の変化が統語構造の変化として分析さ
れている．この間に，原理とパラメター理論
（P&P），その発展上のミニマリスト理論に基
づく Fischer et al. (2000)，Roberts (2007)，
などの研究によって，統語論の立場からの研
究の基本的枠組みが確立されてきた． 
 
(2) 他方，語序を統語構造ではなく，LF（論
理形式）や PF （音声形式）において決定さ
れるという分析も提案されており，統語構造
とのインターフェースが議論されるように
なってきている．Seoane (2006) は，情報構
造によって語序の変化を分析する試みであ
る．当研究の開始直前に出版された Speyer 
(2010) は，古英語の主文で定形動詞が文末
に置かれる現象について，韻律論的に分析す
る試みである． 
 
(3) 以上の研究開始当初の背景をまとめる
と，古英語から初期中英語にかけての語序の
研究が統語論の枠組みで進展している一方
で，統語論と韻律論，意味論とのインターフ
ェースを前提とする立場の研究が新たに展
開されてきていた． 
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２．研究の目的 
 
(1) 統語論と韻律論，意味論とのインターフ
ェースを前提とする先行研究を受けて，統語
論的な研究成果の上に,これらの語用論的な
要因が古英語から初期中英語にかけての語
序の変化にどの程度関わっているかを探索
することで，語序変化のダイナミクスにアプ
ローチする． 
 
(2) 古英語から初期中英語にかけての語序
の研究は，ミニマリスト理論による統語構造
の分析，動詞移動に関する P&P 理論が精緻化
によって，進展している．その研究成果を韻

律論や意味論の観点から見直す． 
 
(3) 古英語・中英語の文献は，成立時期も地
域も多様である．近代英語に連続する英語の
変化を語序の変化の観点から，俯瞰すること
によって，文献を英語の連続性の上に定位さ
せることを試みる． 
 
(4) 言語変化の理論と文献的研究との調和
のとれた歴史言語学的な英語語序の変化の
研究の進展をめざす． 
 
３．研究の方法 
 
(1) 中期古英語から後期古英語の文献資料
のテキストを調査して，伝統的な文献学的な
研究に配慮しながら，統語論に基づく理論研
究と韻律論や意味論による語用論的な研究
の観点から分析する． 
 
(2) 先行研究による調査結果と照合し，幅広
い語用論的観点から再解釈される可能性に
ついて検討する． 
(3) 特定の変化が著しく起きたとみなさせ
る時期の文献資料を文脈上で詳細に分析す
る． 
 
４．研究成果 
 
(1)古英語・中英語の語序は，V2 を標準的な
語順としながら， V1, V3 ， 動詞文末 
Verb-Final の語順が少なからず存在する． 
その中で，『古英語版ボエティウス』(the 
Old English Versions of Boethius) におけ
る V1 に着目し，それが韻文に頻出すること
から，そこに強勢が置かれないことが韻律的
な条件として課せられていて，それが意味解
釈の上から主題であってフォーカスではな
いことと一致していることを明らかにした． 
 
(2) 後期古英語の標準的な語序は V2 であ
るが，古英語は厳密な V2 言語ではないこと
はよく知られている．特に主語が代名詞形で
ある場合に，動詞と代名詞形との語序の倒置
が起こらずに，V3 語序となる． 
古英語最後期とそれに続く中英語初期に
当 た る 『 ピ ー タ バ ラ 年 代 記 』  (the 
Peterborough Chronicle) の 最初の写字生
による‘the First Continuation’と 次世
代に当たる別の写字生による‘the Final 
Continuation’を比較すると，後者において，
代名詞形以外の完全な主語名詞が動詞に先
行する V3 語序が出現する．こうした V3 語
序の用法の拡張は，意味的要素の語序に及ぼ
す影響が中英語初期までに著しく減少した
と解釈できる． 
 
(3) 中英語初期の『ヴェリチェリ説教集』の 
V1 用法は，9世紀後半の『古英語版ボエティ
ウス』の新しい段落の始まりを示す機能を持



つ点で，共通している．このような V1 語序
は，情報構造に基づく語順であると解釈でき
る．このような用法はその後，中英語期に衰
退した． 
その原因は，古英語の韻文の V1 語序が頻
出するために，散文の V1 語序も現れやすか
ったと考えることができる．V1 語序の支え
となった韻文は韻律の規則に基づいている
ために，強固であったが，頭韻韻文が衰退し
た中英語期では 散文の V1 語序は韻文の V1 
の支えを失ったためであると推定される． 
 
(4) 古英語の V1 語序は，韻文における頭韻
のために後半の半行で現れやすい．これは散
文における V1 語序は韻文に支えられてい
た．他方，中英語の頭韻による韻文『ガーウ
ェン卿と緑の騎士』では，後半行で V1 語序
が現れない． 
中英語では，韻文においても, V1 が用い
られなかったことは，頭韻韻文の韻律に関す
る規則が形骸化したために，韻律的条件に基
づく散文の語順への影響が中英語期に消滅
していったことの原因であるという分析が
検証された． 
 
(5) アルフリッチ (Aelfric) による『古英
語版七書』 (the Old English Heptateuch) の
写本には，標準テキストである大英図書館版
(MS. British Library, Cotton Claudius B. 
IV) の他に，ケンブリッジ大学図書館蔵の写
本 (MS. Cambridge University Library, Ii, 
1. 33) がある．前者は，後期古英語期の 11C 
の写本であり，後者は初期中英語期の 12C 
の写本である． 
両者の相違する部分を比較すると，前者の 
V2 および V3 語序が後者では SV 語序に変
化したことが明らかになった．このことは，
中英語初期までに散文における V2 および 
V3 語序の衰退は，英語語序の SV(O) 語序へ
の固定化が進行したと解釈される． 
 
(6) アルフリッチ (Aelfric) の『説教集』
(Aelfric’s Homilies) は古英語の最後期 
(AD 992-1002) に製作されたものである．
『説教集』では，重い名詞の主語と動詞と
の語序の倒置が起きる V2 語序が優勢であ
る．また，軽い名詞である代名詞形主語と
動詞との語序の倒置は起きにくいが，これ
は古英語の特有の V3 語序であって，意味的
にはフォーカスを受けにくい要素であって，
統語的には，V2 語序の変異形として分析さ
れるものである． 
『説教集』と比較すると，『諸聖人の生涯』 
(the Lives of Saints) は，『説教集』と比
較して，重い主語名詞であっても，動詞との
転倒は特に優勢ではないことが，調査の結果，
明らかになった．つまり，V2 語序は，古英
語最後期において次第に衰退していく傾向
にあった．続く中英語初期においては，SV(O) 
語序に取って代わられる変化になったと仮

定される． 
 
(7) 以上の研究成果を総括すると，V3 語序
は韻律的な要因と解釈されるが，それはフォ
ーカスを受けにくいという意味的要因にも
支えられて，V2 語序の優勢を衰退させたと
いう結論が得られる．また，V1 語序も意味
論と連携が可能な韻律的な要因によると解
釈されるが，それは V2 が厳密な語序として
文法化されるのを阻止する上で，V3 語序と
共に，英語語序が SV(O) 語序を発達させて
いく原因になったという仮説を立てること
ができ，統語的な語序の固定化に意味論・韻
律論とのインターフェースが必要であると
いう当初の見通しが正しいことが明らかに
なった． 
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